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第456号
主 な 記 事

１面
東北厚生局への要請・懇談開催／救急蘇生
講習会開催／医療費助成制度の現物給付採
択20議会に広がる／鍼のひびき

２面
社会保障学校開催／東北厚生局要請
岩手県の医療費助成制度について現物給付
の導入を求める請願

３面 シリーズ　社会保障のゆくえと課題
県内の各団体に聞く ④

４面
社保だより／女性部交流会開催
書評「吾が住み処 ここより外になし」
味処／理事会だより

　

花
の
百
名
山
を
ご
存
知
だ
ろ
う

か
。
作
家　
田
中
澄
江
氏
が
昭
和
55

年
に
発
表
し
た
随
筆
集
か
ら
始
ま
っ

た
。
こ
れ
を
元
祖　
花
の
百
名
山
と

言
う
ら
し
い
。
本
県
に
関
連
し
た
も

の
と
し
て
、
八
幡
平
、
早
池
峰
山
、

五
葉
山
、
栗
駒
山
の
４
座
が
あ
る
。

私
は
岩
手
山
が
入
っ
て
も
よ
い
と
思

う
の
だ
が
。

　
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
早
池
峰
山

で
あ
ろ
う
。
北
上
山
地
の
最
高
峰
と

し
て
、
１
、９
１
７
ｍ
の
標
高
で
あ

る
。
こ
の
山
に
は
固
有
種
や
希
少
種

の
花
が
多
い
。固
有
種
を
挙
げ
る
と
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
の
エ
ー
デ
ル

ワ
イ
ス
に
最
も
近
い
と
さ
れ
る
ハ
ヤ

チ
ネ
ウ
ス
ユ
キ
ソ
ウ
、
ま
た
、
白
い

小
さ
な
花
に
黄
色
の
花
芯
の
ヒ
メ
コ

ザ
ク
ラ
、
桃
色
と
白
の
太
く
短
い
３

㎝
ほ
ど
の
花
穂
の
ナ
ン
ブ
ト
ラ
ノ

オ
、
赤
い
６
〜
10
㎝
の
花
穂
の
ナ
ン

ブ
ト
ウ
ウ
チ
ソ
ウ
で
あ
る
。さ
ら
に
、

ヤ
マ
ブ
キ
シ
ョ
ウ
マ
よ
り
小
型
の
ミ

ヤ
マ
ヤ
マ
ブ
キ
シ
ョ
ウ
マ
も
固
有
変

種
で
こ
の
山
に
し
か
な
い
。
固
有
種

で
は
な
い
が
こ
の
山
で
発
見
さ
れ
た

カ
ト
ウ
ハ
コ
ベ
は
、
植
物
学
者
の
牧

野
富
太
郎
が
同
行
の
加
藤
子
爵
に
ち

な
ん
で
名
付
け
た
と
さ
れ
る
。

　
７
月
に
福
島
の
友
人
が
初
め
て
早

池
峰
山
に
登
る
の
で
、
同
行
を
求
め

ら
れ
た
が
、
あ
い
に
く
都
合
が
つ
か

な
か
っ
た
。
後
日
、
ひ
と
り
で
登
っ

た
友
人
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。
福
島

か
ら
夜
間
に
登
山
口
の
駐
車
場
に
入

り
、
車
中
泊
し
、
河
原
の
坊
コ
ー
ス

か
ら
山
頂
へ
、山
頂
か
ら
中
岳
（
１
、

６
７
９
ｍ
）を
往
復
し
、小
田
越
コ
ー

ス
を
下
山
、
さ
ら
に
南
側
の
薬
師

岳
（
１
、６
４
４・９
ｍ
）
に
登
頂
し
、

駐
車
場
ま
で
下
り
て
、
そ
の
後
、
高

速
道
で
福
島
に
夜
、
帰
宅
し
た
と
の

こ
と
。
薬
師
岳
の
ヒ
カ
リ
ゴ
ケ
（
巨

岩
の
奥
で
原
糸
体
の
状
態
で
入
射
光

を
反
射
し
光
っ
て
見
え
る
）
も
見
た

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
本
ア
ル
プ

ス
に
よ
く
登
っ
て
い
る
友
人
は
か
な

り
の
健
脚
で
あ
る
。
地
図
上
で
の

登
山
の
全
行
程
は
約
12
時
間
弱
で
あ

る
。

　
こ
ん
な
健
脚
で
な
く
と
も
、
そ
れ

な
り
に
早
池
峰
山
は
楽
し
め
る
。
山

が
初
め
て
な
ら
、
小
田
越
コ
ー
ス
を

ピ
ス
ト
ン
で
ゆ
っ
く
り
登
り
下
り
す

れ
ば
よ
い
。
全
行
程
で
４
時
間
強
で

あ
る
。
２
段
の
鉄
は
し
ご
や
鎖
場
も

１
か
所
あ
り
、
登
山
の
雰
囲
気
も
味

わ
え
る
し
、
山
頂
近
く
に
は
御
田
植

場
と
呼
ば
れ
る
平
坦
な
湿
原
の
木
道

も
あ
る
。秋
の
晴
れ
た
休
日
に
で
も
、

行
っ
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
運
の

良
い
方
は
オ
コ
ジ
ョ
（
ホ
ン
ド
オ
コ

ジ
ョ
：
イ
タ
チ
科
の
動
物
）
に
会
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
ナ
ン
ブ
ト
ラ
ノ

オ
や
ナ
ン
ブ
ト
ウ
ウ
チ
ソ
ウ
の
花
々

が
た
く
さ
ん
、
秋
の
日
差
し
の
中
で

出
迎
え
て
く
れ
る
。
な
に
し
ろ
花
の

百
名
山
の
１
座
な
の
だ
か
ら
。（黒

田
）

は  

り

前
日
の
カ
ル
テ
指
定
、
午
前
中
を
検
討
し
た
い

東
北
厚
生
局
へ
の
要
請
・
懇
談
開
催
　

要請書を手渡す南部会長（中・左側）

　
東
北
６
県
の
保
険
医
協
会

で
構
成
す
る
東
北
保
険
医
団

体
連
絡
会
は
８
月
27
日
、
今

回
で
５
回
目
と
な
る
東
北
厚

生
局
へ
の
要
請
を
行
い
ま
し

た
。
東
北
厚
生
局
は
６
名
、

連
絡
会
は
役
員
・
事
務
局
合

わ
せ
て
16
名
が
出
席
し
ま
し

た
。
当
協
会
は
南

部
会
長
と
事
務
局

員
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
開
会
あ
い
さ
つ

及
び
自
己
紹
介
の

後
、
連
絡
会
を
代

表
し
て
南
部
会
長

が
東
北
厚
生
局
の

小
成
田
光
博
管
理

課
長
に
要
請
書
を

手
渡
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
要
請
・

懇
談
は
、
当
局
に

事
前
に
送
付
し
て
い
た
要
請

書
に
対
し
て
、
野
呂
金
雄
医

療
課
長
が
回
答
し
、
そ
の
回

答
に
対
し
て
意
見
や
要
望
を

伝
え
る
と
い
う
形
式
で
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
当
局
か
ら
の
回
答
は
、
ほ

ぼ
昨
年
と
同
様
の
も
の
で
し

た
が
、
個
別
指
導
の
際
の
前

日
15
名
分
の
カ
ル
テ
指
定
に

つ
い
て
、
準
備
の
都
合
上
、

午
前
中
に
は
指
定
し
て
欲
し

い
と
の
要
望
に
対
し
て
、
野

呂
氏
は
検
討
し
た
い
と
応
じ

ま
し
た
。

　
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
指
導
を
受
け
る
保
険

医
の
要
望
や
意
見
を
伝
え
る

こ
と
は
意
義
が
あ
る
も
の
と

考
え
ま
す
。
こ
う
し
た
積
み

重
ね
が
指
導
行
政
の
改
善
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
要
請
書
に
対
す
る
回
答
及

び
懇
談
の
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
、
後
日
、
保
険
医
新
聞

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
東
北
厚
生
局
の
出
席
者
名

　
管
理
課
長

　
　
　
小
成
田　
光　
博

　
医
療
課
長

　
　
　
野　
呂　
金　
雄

　
医
療
課
長
補
佐

　
　
　
平　
沼　
光　
一

　
医
療
課
指
導
第
二
係
長　

　
　
　
大　
山　
　
　
茂

　
医
療
指
導
監
視
監
査
官

　
　
　
川　
上　
博　
之

　
調
査
課
長　

　
　
　
畠　
山　
博　
文

加
が
あ
り
ま
し
た
。

  
は
じ
め
に
城
先
生
よ
り
、

歯
科
外
来
診
療
環
境
体
制
加

算
の
施
設
基
準
と
な
っ
て
い

る
、
歯
科
外
来
診
療
に
お
け

る
医
療
安
全
対
策
で
あ
る
、

①
偶
発
症
に
対
す
る
緊
急
時

の
対
応
、
②
医
療
事
故
、
③

感
染
症
対
策
の
３
項
目
を
満

た
す
内
容
に
つ
い
て
講
演
頂

き
ま
し
た
。

  

そ
の
後
、
５
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
成
人
ダ

ミ
ー
、
小
児
ダ
ミ
ー
、
乳
児

ダ
ミ
ー
の
３
種
類
の
ダ
ミ
ー

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
実
習
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
は
意
識

　
当
協
会
が
２
年
前
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
岩
手
県
の
医

療
費
助
成
制
度
の
現
物
給
付

を
求
め
る
請
願
（
請
願
書
は

２
面
に
掲
載
）
を
採
択
し
た

市
町
村
議
会
が
、
本
年
６
月

時
点
で
20
議
会
に
達
し
ま
し

た
。
採
択
し
た
議
会
は
左
記

の
通
り
で
す
。
地
元
の
議
員

さ
ん
を
紹
介
し
て
頂
き
ま
し

た
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
当
県
の
医
療
費
助
成
制
度

は
窓
口
で
い
っ
た
ん
一
部
負

担
金
を
支
払
い
、
負
担
上
限

を
超
え
る
額
が
後
日
口
座
に

戻
さ
れ
る
「
償
還
払
い
」
で

す
。
一
方
、
窓
口
で
負
担
上

限
ま
で
の
支
払
い
で
済
む

「
現
物
給
付
」
を
導
入
し
て

い
る
の
は
、
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
に
つ
い
て
は
37
都
府

県
と
な
っ
て
お
り
、
東
北
で

は
当
県
が
唯
一
償
還
払
い
で

す
。
病
気
の
早
期
発
見
・
早

期
受
診
に
は
現
物
給
付
が
必

要
で
す
。

　
当
協
会
は
全
て
の
議
会
で

採
択
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
も

取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま

す
の
で
、
先
生
方
に
は
、
地

元
議
員
の
紹
介
な
ど
、
ご
協

力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

  

当
協
会
歯
科
部
会

は
８
月
28
日
、
盛
岡

市
内
の
ホ
テ
ル
で

救
急
蘇
生
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
岩
手
医

科
大
学
歯
学
部
の

城
茂
治
先
生
（
口
腔

顎
顔
面
再
建
学
講

座
歯
科
麻
酔
学
分

野
教
授
）
と
教
室
員

５
名
の
方
々
を
お

招
き
し
、
70
名
の
参

救
急
蘇
生
講
習
会
開
催

緊
急
時
の
対
応
の
た
め
万
全
な
対
策
を

医
療
費
助
成
制
度
の
現
物
給
付
採
択

20
議
会
に
広
が
る

の
確
認
、
応
援
要
請
、
気
道

確
保
、
呼
吸
の
評
価
、
人
工

呼
吸
、
循
環
の
評
価
、
胸
骨

圧
迫
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

Ｃ
Ｐ
Ｒ
（
心
肺
蘇
生
法
）
の

一
連
の
流
れ
を
確
認
し
、
実

習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
ま

た
、
成
人
（
ハ
イ
ム
リ
ッ
ク

法
）
お
よ
び
乳
児
（
背
部
叩

打
法
と
胸
部
突
き
上
げ
法
）

の
異
物
の
解
除
法
の
実
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
、
参

加
人
数
が
多
い
中
で
十
分
な

実
習
を
行
う
こ
と
が
出
来
た

と
大
変
好
評
で
し
た
。

県の医療費助成制度の現物給付を求める市町村議会請願採択状況

・ 2012 年 12月議会（陳情）
西和賀町議会、野田村議会

・ 2013 年６月議会
洋野町議会、矢巾町議会、陸前高田市議会、八幡平市議会
一関市議会

・ 2013 年９月議会
　　岩手町議会
・ 2013 年 12月議会

平泉町議会、軽米町議会、一戸町議会、滝沢村議会
・ 2014 年３月議会

九戸村議会、雫石町議会、花巻市議会、北上市議会
・ 2014 年６月議会

奥州市議会、遠野市議会（一部採択）、紫波町議会、住田町議会
　以上、採択 20議会／ 33議会
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第
２
回
目
の
岩
手
県
社
会

保
障
学
校
が
８
月
30
日
㈯
、

盛
岡
市
の
ア
イ
ー
ナ
で
行
わ

れ
22
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
現
場
か
ら
み
る

介
護
保
険
制
度
」
で
、
講
師

は
盛
岡
市
ひ
だ
ま
り
ケ
ア
プ

ラ
ン
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
村
上
京
子
さ
ん

が
務
め
ま
し
た
。

　
村
上
さ
ん
は
、
ま
ず
２
０

０
０
年
に
介
護
保
険
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
た
背
景
や
制
度

の
仕
組
み
等
に
つ
い
て
触
れ

ま
し
た
。
次
に
介
護
保
険
制

度
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い

て
、
65
歳
以
上
が
12
年
前
に

比
べ
１
・
４
倍
に
増
え
て
お

り
、
ひ
と
月
の
保
険
料
が
２

０
２
５
年
に
は
８
、
０
０
０

円
を
超
え
る
の
で
は
な
い
か

と
も
言
わ
れ
て
い
る
と
述
べ

ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
に
強

行
成
立
し
た
「
医
療
・
介
護

総
合
法
」
の
中
身
に
触
れ
、

要
支
援
１
、
２
の
方
に
対
す

岩手県の医療費助成制度について
現物給付の導入を求める請願

趣旨
　本県の医療費助成制度の給付方法は償還払いです。制度の対
象者は医療機関を受診した際に窓口でいったん法定の一部負担
金を支払い、負担上限額を超えた分が後日払い戻されます。
　一方の給付方法である現物給付は、医療機関窓口において負
担上限額までの支払いで済み、東北では本県以外の全ての県で
導入されています。全国でも現物給付を導入している都道府県
が過半数となっています。
　患者にとって現物給付のメリットは、負担上限額分の医療費
を用意しておけば、それ以上の支払いが不要なことです。その
ため安心して受診でき、傷病の早期発見・早期治療につなげる
ことができます。また、償還を受けるために必要な医療費助成
給付申請書の手続きが不要です。市町村にとっては、償還に係
る事務作業や振込手数料が不要です。医療機関にとっては、医
療費助成給付申請書の確認とレセプトへの貼付が不要です。
　しかし現物給付を導入すれば、ペナルティとして国からの交
付金が削減されてしまいます。住民の健康のために患者負担を
軽減している自治体に対してペナルティを課すことは言語道断
です。
　つきまして、貴議会におかれましては、住民の健康増進及び
早期発見・早期治療による重症化防止のため、次の項目につい
て岩手県及び国に対し意見書を提出して頂きますよう、請願致
します。宜しくお願い申し上げます。

記
請願項目
１．県は医療費助成制度について現物給付を導入して下さい
２．国は現物給付を導入している自治体に対する交付金の削減
をやめて下さい

る
サ
ー
ビ
ス
運
営
が
市
町
村

に
移
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
サ
ー
ビ
ス
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
業

者
が
担
う
こ
と
に
な
り
、
現

在
利
用
し
て
い
る
ヘ

ル
パ
ー
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
は
専
門
的
サ
ー

ビ
ス
と
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
の
二
つ
に
分
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
、
利
用
料

金
が
市
町
村
独
自
で

設
定
で
き
る
の
で
地

域
格
差
が
出
る
恐
れ

が
あ
る
と
述
べ
ま
し

た
。
最
後
に
、
介
護

保
険
制
度
の
存
続
は

必
要
だ
が
、
国
は
利

用
者
の
立
場
で
制
度

を
運
営
し
て
欲
し
い
と
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
、
要

介
護
認
定
は
厳
し
く
な
っ
て

い
る
の
か
と
の
問
い
に
対
し

「
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
国

の
給
付
抑
制
だ
。
状
態
は
悪

く
な
っ
て
い
る
の
に
介
護
度

が
下
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

よ
く
あ
る
。
今
後
も
ど
ん
ど

ん
厳
し
く
な
る
だ
ろ
う
」
と

述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、「
夫

の
介
護
の
時
お
む
つ
代
が
大

変
だ
っ
た
。
介
護
保
険
の
適

用
に
な
ら
な
い
の
か
」
の
問

い
に
は
、
参
加
者
よ
り
「
適

用
に
は
な
ら
な
い
が
、
補
助

を
出
し
て
い
る
市
町
村
も
あ

る
し
、
確
定
申
告
す
れ
ば
税

金
も
控
除
さ
れ
る
。
負
担
の

軽
減
制
度
を
知
ら
な
い
人
が

多
い
。
啓
発
が
必
要
だ
」
な

ど
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し

た
。

介
護
保
険
制
度
の
現
状
、
今
後
に
つ
い
て
学
ぶ

社
会
保
障
学
校
開
催

（１面関連資料）東北厚生局要請
【要請事項】
１． 医療機関が少ない地域や保険医療機関数が少ない診療
科においては、その地域の患者の受診機会が阻害されない
よう、開催日や開催時間等について配慮すること。また、
診療に支障を来す場合は、保険医の希望する日時への変更
に応じること。さらに、集団的個別指導においても複数回
開催するなど、患者の受診機会を阻害することなく指導が
受けられるよう配慮すること。

２． 選定理由から高点数を除外すること。
３． 実施通知に選定理由を明記すること。
４． 持参する診療録に係る患者リストは、準備の都合上、簡易
書留等により、指導日の４日前には全て通知すること。

５． 「通知する患者に係る次の全ての記録」とされている当
日の持参物は、直近１年とすること。

６． カルテのコピーは行わないこと。
７． 「中断」の取扱いは行わないこと。なお、やむを得ず「中
断」する場合には、その理由をその場で明確に伝えること。
また調整すべき事由がある場合には再開時期を１カ月以
内を目途に検討し、被指導者に１週間以内に通知するこ
と。

８． 指導結果の評価の基準（例えば「おおむね妥当」と「経
過観察」の判断基準等）が不明確なため明らかにすること。

９． 東北厚生局が保有する文書その他の情報については、
原則開示すること。

【質問事項】
１． この間、管内の事務所における事務手続きや指導内容の
標準化を進めていくとの方針を伺っていますが、2013年
８月の懇談以降、標準化された内容があれば具体的にお示
し下さい。

２． 2012年８月ならびに2013年８月の懇談時、広大な岩
手県で医科の指導が盛岡市１カ所のみの開催で、医療機
関の負担、地域医療の確保と患者の利益も考慮すると大
きな問題と指摘し改善を要請した件について、岩手事務所
長に確認し回答するとのことでしたが、結果をお示しくだ
さい。ちなみに歯科においては歯科医師会の地域毎に行っ
ているとのことです。

３． 東北厚生局に新たに設置された「調査課」の業務、並
びに従来からの医療課との組織関連、業務分担等について
もご教示ください。

４． 情報公開・個人情報保護審査会による答申（平成26年
度（行情）答申第95号、第96号、第109号、第110号、
第111号）によれば、文書名は異なるものの、「選定対象
保険医療機関等数一覧（都道府県個別指導）」に相当する
行政文書の不開示部分について、「開示するのが妥当」と
されています。これを受けて、今後東北厚生局としてどの
ような対応をされるのか、お示し下さい。

新
規
保
険
導
入
さ
れ
た

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
を
臨
床
に
活
用
し
よ
う
！

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
講
演
会
開
催

　
当
協
会
歯
科
部
会
は
９
月

４
日
、
盛
岡
市
ア
イ
ー
ナ
に

て
「
明
日
か
ら
の
臨
床
に
役

立
つ
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
講

演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
株
式
会
社
ジ
ー

シ
ー
よ
り
高
山
甲
子
郎
氏

（
東
北
営
業
所 

材
料
営
業
係 

歯
科
技
工
士 

顧
客
担
当
ア

ソ
シ
エ
イ
ト
）、
シ
ロ
ナ
デ

ン
タ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会

社
よ
り
田
中
稔
広
氏
（
仙
台

支
店 

セ
レ
ッ
ク
営
業
課 

課

長
）
を
お
招
き
し
、
20
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
高
山
氏
は
、
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
算
定
の
た

め
の
施
設
基
準
、
Ｈ
Ｊ
Ｃ
と

の
診
療
報
酬
の
比
較
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
。
次
に
ス
ラ

イ
ド
と
動
画
を
用
い
て
、
支

台
歯
形
成
↓
印
象
採
得
↓
作

業
模
型
作
成
↓
ス
キ
ャ
ナ
ー

に
よ
る
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
↓
Ｃ
Ａ
Ｄ

ソ
フ
ト
に
よ
る
設
計
↓
Ｃ
Ａ

Ｍ
ソ
フ
ト
と
ミ
リ
ン
グ
マ
シ

ン
に
よ
る
加
工
↓
調
整
・
装

着
の
一
連
の
流
れ
を
説
明
し

ま
し
た
。

　
続
い
て
田
中
氏
は
、
作
業

模
型
か
ら
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
↓
Ｃ
Ａ

Ｄ
↓
Ｃ
Ａ
Ｍ
ま
で
の
一
連
の

流
れ
を
、
歯
科
用
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
「
セ
レ
ッ

ク
」
を
用
い
て
デ
モ
を
行
い

ま
し
た
。
デ
モ
で
は
約
10

分
程
度
で
削
り
出
し
が
完
了

し
ま
し
た
。
デ
モ
の
最
中
や

削
り
出
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
を
回

覧
し
な
が
ら
の
質
疑
応
答
で

は
、
Ｈ
Ｊ
Ｃ
と
の
違
い
や
耐

久
性
、
強
度
、
接
着
に
つ
い

て
た
く
さ
ん
の
質
疑
応
答
が

出
さ
れ
、
参
加
者
の
関
心
の

高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

  

保
険
適
用
と
な
る
株
式
会

社
ジ
ー
シ
ー
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
用
ブ
ロ
ッ
ク
「
セ
ラ
ス

マ
ー
ト
」
は
、

①　
重
合
不
足
や
気
泡
の
混

入
な
ど
が
な
い
高
い
安
定

し
た
物
性
を
実
現

②　
柔
軟
性
に
優
れ
た
高
い

強
度
を
持
ち
割
れ
に
く
い

③　
光
沢
維
持
性
と
セ
ル
フ

シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
特
性
を
備

え
毎
日
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

の
み
で
ツ
ヤ
を
維
持

④　
適
度
な
オ
パ
ー
ル
効
果

の
付
与
と
蛍
光
性
に
よ
る

優
れ
た
審
美
性

以
上
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

現
在
は
小
臼
歯
の
み
に
限
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
症
例

が
あ
れ
ば
選
択
肢
の
一
つ
と

し
て
臨
床
に
活
用
さ
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
歯
科
用
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
株
式
会
社
ジ
ー

シ
ー
、
シ
ロ
ナ
デ
ン
タ
ル
シ

ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社
（
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
用
ブ
ロ
ッ
ク
に

つ
い
て
は
株
式
会
社
ジ
ー

シ
ー
）
ま
で
、
歯
科
用
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
導
入

済
み
の
ラ
ボ
に
つ
き
ま
し
て

は
サ
サ
キ
株
式
会
社
ま
で
お

気
軽
に
お
寄
せ
下
さ
い
。

デモの様子を見つめる参加者



■　東北銀行、北日本銀行と協定融資制度がございます。詳しくはお問い合わせ下さい。FAX 019-651-7374 またはメール iwayou@doc-net.or.jp までお願いします。

(3)   2014年９月５日 「第三種郵便物認可」 岩 手 県 保 険 医 新 聞 第 456 号

県
内
の
各
団
体
に
聞
く 

④

   
シ
リ
ー
ズ
　
社
会
保
障
の
ゆ
く
え
と
課
題

　
　
　「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
　
岩
手
県
支
部
」

　
シ
リ
ー
ズ
４
回
目
は
、
主
に
認
知
症
の
方
の
ご
家
族
を
支

え
る
活
動
を
さ
れ
て
い
る
「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
岩
手

県
支
部
」
代
表
の
小
野
寺
彦
宏
（
お
の
で
ら
　
よ
し
ひ
ろ
）

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

認知症の人と家族の会岩手県支部

代　表 小野寺彦宏さん
事務所 北上市北鬼柳 22-46（敬和会内）
目　的 認知症患者の家族のケア、情報

交換など
活　動 相談、つどい、行政への要望、

会報発行など

家
族
へ
の
支
援

　
認
知
症
の
方
を
抱
え
る
家

族
は
、
孤
独
だ
っ
た
り
身
体

的
・
精
神
的
疲
労
、
不
安
を

抱
え
な
が
ら
日
々
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
認
知
症
の
人
と

家
族
の
会
は
、
そ
の
よ
う
な

家
族
の
不
安
を
和
ら
げ
元
気

に
な
っ
て
頂
く
た
め
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
県
内
各
地

で
定
期
的
に
「
つ
ど
い
」
を

開
き
、辛
い
状
況
を
話
し
合
っ

た
り
、ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ

た
り
、
医
師
な
ど
専
門
家
の

講
演
を
聞
い
た
り
し
ま
す
。

　
私
が
会
に
入
会
し
た
の
は
、

妻
が
認
知
症
を
発
症
し
た
こ

き
て
も
、
生
活
費
な
ど
金
銭

的
な
支
援
ま
で
は
そ
の
方
の

生
活
も
あ
り
ま
す
し
厳
し
い

で
す
よ
ね
。
で
す
か
ら
日
々

の
生
活
が
き
ち
ん
と
送
る
こ

と
が
で
き
る
く
ら
い
の
公
的

年
金
や
生
活
保
護
な
ど
の
整

備
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

認
知
症
に
対
す
る
理
解
を

　
認
知
症
に
は
未
だ
に
偏
見

が
あ
り
、
家
族
は
認
知
症
を

隠
そ
う
と
し
ま
す
。
先
ほ
ど

申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
認
知

症
は
家
族
だ
け
で
支
え
る
に

は
無
理
が
あ
り
ま
す
。
地
域

代表の小野寺彦宏さん

み
ん
な
で
支
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
れ
に
は
住

民
の
方
々
に
認
知
症
を
理
解

し
て
頂
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

会
で
は
そ
う
い
う
取
り
組
み

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
徘
徊
に
つ
い
て
は
行

政
、警
察
は
も
と
よ
り
、ス
ー

パ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
タ
ク

シ
ー
会
社
、
放
送
局
な
ど
、

地
域
の
あ
ら
ゆ
る
業
種
が
連

携
し
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
北
海

道
が
行
っ
て
い
る
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
そ
の
好

例
で
、
徘
徊
に
よ
る
行
方
不

明
者
数
を
大
き
く
減
ら
し
て

い
ま
す
。

　
認
知
症
は
誰
も
が
な
り
得

る
病
気
で
す
。
特
に
高
齢
化

の
進
行
が
著
し
い
我
が
国
に

お
い
て
は
、
共
助
の
あ
り
か

た
も
含
め
、
認
知
症
患
者
と

そ
の
家
族
を
支
え
る
社
会
環

境
の
整
備
が
待
っ
た
な
し
で

す
。

◎
陸
前
高
田
市
在
住
の
小
野

寺
さ
ん
は
東
日
本
大
震
災

で
被
災
さ
れ
、
同
市
内
の

応
急
仮
設
住
宅
で
の
取
材

と
な
り
ま
し
た
。

認知症を疑う徴候

１．様子がおかしい、おちつかない、ぼんやりしている、適切な回答が得られない。
２．内服薬を正しく答えられない、娘や息子の名前や家族構成を正しく言えない、いつ
からそこで暮らしているか分からない、年齢を尋ねた時に3歳以上間違える、歳では
なく生年月日を答える、「忙しくて考えていなかった」などと言い訳を言うのも特徴。
３．質問に答えるたびに、家族の方を振り向いて答えの確認を求める「振り向き徴候」
もサイン。
４．時計描画（Clock drawing）テストで、文字盤（〇の中に1～12の数字）と10時
10分の針を書かせるテストは、うつ病（描ける）と認知症（描けない）の比較的簡単
な鑑別に使える。上手に描けないとほぼ認知症だが、認知症でもしばしば上手に描ける。
失敗に診断的意味があるテスト。
５．家族が気付く症状としては、同じことを何度も尋ねる、置き忘れて探し回ることが
多い、出来事の前後関係が分からなくなった、些細なことで怒りっぽい、意欲がない、
自発性が低下してきたなどがある。
６．うつ病でも認知症と似た症状になる。やる気がなくなって、身の回りのことなどが
できなくなるが、認知症と違い、今いる場所や時間などの状況が分かっている、隣の
人の状況などを正しく判断しているといった特徴がある。ただ、それらを質問すると、
アルツハイマー病のように取り繕って答えようとするのではなく、「分かりません」な
どと即答する傾向がある。上記の時計描画テストも鑑別に有効。
７．うつ病は、身体症状として食欲低下や不眠が大部分の人でみられる。一方、認知症は、
身体疾患がなければ食欲低下がみられることはそんなに多くはない。（不眠はあるかも
しれないが）。うつ病では、気持ちが内向的、自分を責めるなどが目立ってくる。認知
症では、他人の責任にしたがる傾向がみられる。
　　（日本認知症学会ホームページ　「被災した認知症の人と家族の支援マニュアル〈医
療用〉」P８の「４．認知症を疑う徴候」「５．偽性認知症」より引用）

で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
共
助
で

も
支
え
き
れ
な
い

部
分
が
当
然
あ
り

ま
す
。
そ
こ
は
公

的
保
障
を
し
っ
か

り
す
る
べ
き
で

す
。
例
え
ば
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
地
域

の
見
回
り
や
独
居

老
人
へ
の
声
掛
け

な
ど
の
支
援
は
で

と
が
き
っ
か
け
で
す
。
当
時

は
「
ボ
ケ
老
人
を
抱
え
る
家

族
の
会
」
で
し
た
が
、
厚
生

労
働
省
の
方
針
で
「
認
知

症
」
の
呼
び
名
が
定
着
し
、

２
０
０
４
年
か
ら
現
在
の
名

称
に
な
り
ま
し
た
。
京
都
で

１
９
８
０
年
に
発
足
し
た
の

を
皮
切
り
に
全
国
に
広
が
り
、

当
県
も
１
９
９
７
年
に
岩
手

県
支
部
と
し
て
発
足
し
ま
し

た
。

認
知
症
患
者
９
０
０
万
人

　

認
知
症
の
方
は
介
護
認

定
を
受
け
た
方
だ
け
で
も

４
６
２
万
人
に
の
ぼ
り
ま

す
。
軽
度
の
方
な
ど
介
護
認

定
を
受
け
て
い
な
い
方
も

４
０
０
万
人
は
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
合
わ
せ

る
と
９
０
０
万
人
近
く
の
方

が
認
知
症
を
患
っ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
は
家
族
だ
け
の
介

護
に
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。

施
設
を
整
備
す
る
に
し
て
も

何
百
万
床
用
意
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
国
が

考
え
た
対
策
が
、
認
知
症
患

者
を
地
域
で
支
え
る
サ
ポ
ー

タ
ー
を
全
国
で
１
０
０
万
人

薬
を
処
方
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
症
状
が
進
ん
だ
た
め
別

の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
と

こ
ろ
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

の
認
知
症
と
診
断
さ
れ
ま
し

た
。そ
の
後
は
症
状
が
治
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
似
た
よ

う
な
症
状
で
あ
っ
た
り
多
様

な
病
気
が
あ
る
中
で
的
確
な

診
断
が
難
し
い
場
合
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
９
０
０
万

人
近
く
が
発
症
し
て
い
る
認

知
症
の
診
断
力
の
向
上
を
ぜ

ひ
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

共
助
は
必
要
。
し
か
し
…

　
社
会
保
障
制
度
へ
の
意
見

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
私
は

制
度
に
全
て
頼
る
の
で
は
な

く
自
分
た
ち
で
も
お
互
い
に

支
え
合
う
共
助
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
元
気
な
高

齢
者
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

元
気
な
高
齢
者
が
弱
っ
た
高

齢
者
を
支
え
る
こ
と
も
い
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
今

こ
そ
、
共
助
の
あ
り
方
を
考

え
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

い
は
受
給
し
て
い
て
も
わ
ず

か
な
額
な
の
で
働
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
育
ち
盛
り

の
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
と
こ

ろ
が
業
務
に
支
障
が
あ
る
と

の
こ
と
で
、
退
職
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
事
例
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
症
状
に
よ
っ
て

は
使
え
る
能
力
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
で
き
る
部
分
を

最
大
限
活
用
し
若
年
性
認
知

症
の
方
で
も
仕
事
が
で
き
る

よ
う
な
職
場
環
境
の
整
備
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

診
断
力
の
向
上
を

　
認
知
症
も
早
期
発
見
・
早

期
受
診
が
大
切
で
す
。
今
は

薬
の
開
発
も
進
み
、
症
状
を

遅
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

早
期
発
見
・
早
期
受
診
の
決

め
手
の
一
つ
に
、
お
医
者
さ

ん
の
的
確
な
診
断
が
あ
り
ま

す
。
知
人
の
家
族
が
様
子
が

お
か
し
い
と
い
う
こ
と
で
か

か
り
つ
け
医
に
受
診
さ
せ
た

と
こ
ろ
、
う
つ
病
と
診
断
さ

れ
、
し
ば
ら
く
の
間
抗
う
つ

配
置
す
る「
１
０
０
万
人
キ
ャ

ラ
バ
ン
」
で
す
。
２
０
０
５

年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
サ
ポ
ー

タ
ー
の
数
は
現
在
４
６
０
万

人
に
な
り
ま
し
た
。

徘
徊
で
疲
労
こ
ん
ぱ
い

　
認
知
症
を
患
う
と
徘
徊
の

症
状
が
出
る
方
が
お
ら
れ
ま

す
。
昼
夜
問
わ
ず
出
歩
こ
う

と
す
る
の
で
、
私
も
経
験
し

ま
し
た
が
介
護
す
る
方
は
本

当
に
大
変
で
す
。

　
最
近
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
報
道
で
も

あ
り
ま
し
た
が
、
徘
徊
に
よ

る
と
み
ら
れ
る
行
方
不
明
者

が
全
国
で
９
、６
０
７
名
お
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
愛
知
県
で

徘
徊
中
に
電
車
に
は
ね
ら
れ

た
男
性
の
家
族
に
対
し
て
Ｊ

Ｒ
が
損
害
賠
償
を
求
め
た
裁

判
で
、
名
古
屋
地
裁
と
名
古

屋
高
裁
で
は
、
家
族
に
責
任

が
あ
る
と
し
Ｊ
Ｒ
に
対
す
る

損
害
賠
償
の
支
払
い
を
命
じ

ま
し
た
。
家
族
で
の
介
護
に

限
界
が
あ
る
中
で
認
知
症
の

実
態
を
無
視
し
た
不
当
判
決

だ
と
思
い
ま
す
。

若
年
性
認
知
症
患
者
の
厳
し

い
実
態

　
65
歳
以
下
の
若
年
性
認
知

症
の
方
は
県
内
で
も
７
０
０

名
ほ
ど
お
ら
れ
ま
す
。
公
的

年
金
の
受
給
が
ま
だ
か
、
或
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海
沿
い
の
国
道
45
号
線
を

北
上
し
、
山
田
町
に
入
っ
て

間
も
な
く
左
手
に
「
道
の
駅

や
ま
だ
」
が
あ
り
ま
す
。

　

軽
食
コ
ー
ナ
ー
で
、
メ

ニ
ュ
ー
を
確
認
。
カ
レ
ー
や

ラ
ー
メ
ン
、
そ
ば
、
う
ど
ん

な
ど
の
定
番
メ
ニ
ュ
ー
が

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
並

べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
せ
っ

か
く
沿
岸
に
来
た
の
で
、
磯

ラ
ー
メ
ン
（
６
０
０
円
）
を

注
文
。
つ
い
で
に
欲
張
っ
て

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
（
４
０
０

円
）
も
注
文
。
合
わ
せ
て
１
、

０
０
０
円
と
い
う
お
手
頃
価

格
で
す
。

　
磯
ラ
ー
メ
ン
は
、
た
っ
ぷ

り
の
わ
か
め
に
海
苔
、
カ
ニ

の
爪
、
ホ
タ
テ
、
シ
ュ
ウ
リ
、

え
び
、
い
か
、
刻
み
め
か
ぶ

が
表
面
を
覆
う
よ
う
に
満
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

味 

処
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道
の
駅
や
ま
だ

　
　
　
　
　
　 

　
　
山
田
町

山
田
町
船
越
６

－

１
４
１

℡ 

０
１
９
３（８

９
）
７
０
２
５

軽
食
コ
ー
ナ
ー

定
休
日
　
不
定
休（事

前
に
掲
示
）

営
業
時
間

　
9
：
30
〜
16
：
30

　
昼
食
を
堪
能
し
た
後
は
隣

接
す
る
産
直
市
場
へ
。
地
元

の
野
菜
や
魚
、
お
惣
菜
、
手

作
り
お
菓
子
な
ど
が
並
べ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
魚
介

類
は
新
鮮
で
値
段
も
安
く
、

お
勧
め
で
す
。

　
駐
車
場
や
ト
イ
レ
も
完
備

さ
れ
て
お
り
、
小
休
止
す
る

に
は
も
っ
て
こ
い
の
場
所
で

す
。

　
２
０
１
１
年
３
月
の
福
島

原
発
事
故
で
、
岩
手
に
も
放

射
能
汚
染
が
広
が
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
東
北
の
太
平

洋
沿
岸
で
岩
手
県
だ
け
原
発

が
な
い
の
は
ど
う
し
て
だ
ろ

う
と
、
い
ろ
ん
な
資
料
を
漁

る
中
で
、
か
つ
て
岩
手
に
も

原
発
誘
致
の
動
き
が
あ
っ
た

の
を
住
民
の
反
対
運
動
で
阻

止
し
た
歴
史
が
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

出
会
っ
た
の
が
こ
の
本
で

す
。

　
著
者
で
あ
る
岩
見
ヒ
サ
さ

ん
は
１
９
１
７
年
大
阪
に
生

ま
れ
、
看
護
婦
、
養
護
教
諭

と
し
て
働
き
、
そ
の
後
、
再

婚
を
機
に
１
９
５
０
年
に
田

野
畑
村
に
転
居
。
当
時
無
医

理
事
会
だ
よ
り 

8
月

社 保 だ よ り

点数Ｑ＆Ａ
－請求等のご質問について
　調べてお答えしております－

す
。
但
し
、
必
要
が
あ
っ

て
受
診
し
処
方
せ
ん
を
交

付
し
た
場
合
は
保
険
請
求

可
能
で
す
。

Ｑ　
種
類
の
数
え
方
に
つ
い

て
。
服
用
方
法
で
、
朝
食

後
と
朝
食
直
後
は
分
け
て

数
え
る
の
か
。

Ａ
　
分
け
て
数
え
ま
す
。
但

し
、
調
剤
料
の
場
合
は
同

じ
と
み
な
し
ま
す
。（
国

保
連
よ
り
）

入
　
院

Ｑ　
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入

院
基
本
料
に
つ
い
て
、
算

定
要
件
で
あ
る
施
設
基
準

の
「
在
宅
等
に
退
院
す
る

者
の
…
」
の
「
在
宅
等
」

に
は
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ

は
該
当
す
る
か
。

Ａ
　
該
当
し
ま
す
。
但
し
社

医  

科
投
　
薬

Ｑ　
処
方
せ
ん
の
使
用
期
限

（
４
日
間
）
が
切
れ
た
た

め
再
交
付
す
る
場
合
は
保

険
請
求
が
可
能
か
。

Ａ
　
再
交
付
だ
け
の
場
合
は

保
険
請
求
で
き
ま
せ
ん
の

で
自
費
扱
い
に
な
り
ま

会
保
険
研
究
所
編
「
医
科

点
数
表
の
解
釈
」
平
成
26

年
版
の
１
２
８
４
ペ
ー
ジ

（
11
）
ア
、
イ
、
ウ
の
い

ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
場

合
で
す
。（
東
北
厚
生
局

岩
手
事
務
所
よ
り
）

介
護
保
険

Ｑ　
医
師
に
よ
る
居
宅
療
養

管
理
指
導
費
算
定
に
つ
い

て
、
算
定
要
件
と
し
て
介

護
支
援
専
門
員
へ
の
情
報

提
供
が
必
要
と
の
こ
と
だ

が
、
ま
と
め
て
提
供
す
る

こ
と
は
可
能
か
。
例
え
ば

８
月
１
日
と
15
日
に
算
定
。

情
報
提
供
は
15
日
に
１
日

分
も
併
せ
て
行
う
な
ど
。

Ａ
　
情
報
提
供
は
算
定
の
都

度
行
う
こ
と
が
必
要
で

す
。
尚
、
利
用
者
の
状
態

に
変
化
が
な
け
れ
ば
、
変

化
が
な
い
こ
と
を
情
報
提

供
す
る
こ
と
や
、
利
用
者

や
家
族
に
対
し
て
往
診
時

に
行
っ
た
指
導
・
助
言
の

内
容
の
情
報
提
供
も
可
能

で
す
。（
平
成
24
年
３
月
16

日
厚
生
労
働
省
事
務
連
絡
）

実
習
生
の
事
故

Ｑ　
医
学
部
の
学
生
が
実
習

中
に
誤
っ
て
針
刺
し
事
故

を
起
こ
し
当
院
を
受
診
し

た
。
こ
れ
か
ら
検
査
等
行

う
が
保
険
請
求
は
可
能
か
。

Ａ
　
こ
の
よ
う
な
場
合
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
大
学
で
作

成
し
て
い
る
と
考
え
ま
す

の
で
、
学
生
か
ら
大
学
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
取
り
寄

せ
、
そ
れ
に
従
っ
て
請
求

し
て
下
さ
い
。

　
当
協
会
女
性
部
は
７
月
27

日
、
か
つ
て
田
野
畑
村
に
持

ち
上
が
っ
た
原
子
力
発
電
所

誘
致
計
画
に
対
し
、
反
対
運

動
の
先
頭
に
立
た
れ
た
岩
見

ヒ
サ
さ
ん
の
お
話
を
伺
う
た

め
、
ご
自
宅
の
あ
る
同
村
の

宝
福
寺
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
96
歳
の
岩
見
さ
ん
は
、
ご

自
身
の
波
瀾
万
丈
の
人
生
や

当
時
の
田
野
畑
村
の
状
況
、

趣
味
の
短
歌
の
お
話
を
交
え

な
が
ら
、
約
２
時
間
に
渡
っ

て
お
話
下
さ
い
ま
し
た
。

き
、
本
で
勉
強
し
、
我
一
人

で
も
反
対
す
る
気
骨
の
魂

は
、
私
た
ち
女
性
部
に
エ
ー

ル
を
贈
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

お
礼
の
ご
挨
拶
を
し
た

時
、
し
っ
か
り
と
手
を
握
り

返
し
て
頂
い
た
暖
か
さ
が
、

心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

（
千
葉
寛
子
）

　
ま
ず
、
96
歳
な
の
に
、
お

元
気
で
と
て
も
し
っ
か
り
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に

び
っ
く
り
！　
そ
し
て
、
そ

の
当
時
、
し
っ
か
り
と
原
発

を
食
い
止
め
て
く
だ
さ
っ
た

か
ら
、
今
、
こ
う
し
て
岩
手

県
が
津
波
は
き
た
け
れ
ど
、

放
射
線
被
害
に
直
接
曝
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
本
当
に
岩
手
県
は
岩
見
ヒ

サ
さ
ん
に
救
わ
れ
ま
し
た
ね

原
発
阻
止
の
先
頭
に
立
た
れ
た

　
　
　
　
　
　
岩
見
さ
ん
を
訪
ね
て

女
性
部
交
流
会
開
催

村
の
田
野
畑
村
で
病
人
の
手

当
て
や
助
産
、
開
拓
部
落
民

の
健
康
相
談
、
保
健
指
導
な

ど
に
追
わ
れ
る
日
々
を
過
ご

し
ま
す
。

　
１
９
８
１
年
、
田
野
畑
村

明
戸
地
区
に
原
発
が
誘
致
さ

れ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
学

習
、
討
論
を
重
ね
る
中
、
著

者
を
先
頭
に
村
会
議
員
な
ど

へ
の
働
き
か
け
を
旺
盛
に
展

開
し
、
原
発
誘
致
を
撤
回
さ

せ
ま
し
た
。

　
こ
の
本
は
原
発
事
故
の
前

年
の
２
０
１
０
年
に
出
版
さ

れ
て
い
ま
す
。
著
者
は
今
年

96
歳
に
な
り
ま
す
が
、
今
も

お
元
気
で
、
月
１
回
の
短
歌

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本

の
題
名
も
著
者
の
短
歌
か
ら

と
っ
た
も
の
で
す
。

　
（
小
野
寺
け
い
子
）

吾わ

が
住す

み
処じ

ょ 

こ
こ
よ
り
外ほ

か

に
な
し

　
　
　
田
野
畑
村
元
開
拓
保
健
婦
の
あ
ゆ
み

岩 

見 

ヒ 

サ
　
著

書

評

岩
見
ヒ
サ
さ
ん
訪
問
記

　
11
月
で
97
歳
に
な
る
と
い

う
岩
見
さ
ん
は
そ
の
記
憶

力
、
未
だ
衰
え
な
い
情
熱
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
ご
著
書
「
吾
が
住
み

処
こ
こ
よ
り
外
に
な
し
」
を

拝
読
し
て
伺
い
ま
し
た
の

で
、
言
外
に
溢
れ
出
る
生
き

様
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
で

も
親
し
み
の
こ
も
っ
た
愛
ら

し
さ
も
微
笑
ま
し
い
ヒ
サ
さ

ん
で
し
た
。

　

原
発
が
計
画
さ
れ
た
と

萌文社　1,000円 +税
（本書評は、月刊保団連
2013年 10月号に掲載さ
れたものを抜粋したもの
です）

磯ラーメン（左）とカレーライス

岩見ヒサさん（前列左から２人目）を囲んで

え
。
感
謝
、
感
謝
で
す
。

（
深
澤
範
子
）

【
日
　
時
】

　
　
２
０
１
４
年

　
　
　
　
８
月
19
日
㈫

　
　
19
：
30
〜
21
：
20

【
場
　
所
】

　

 

盛
岡
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル

会
議
室

【
出
席
者
】

　
　
役
員
、
事
務
局
併
せ
て

13
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
、
２
０
１
４
年
度
第
１

回
理
事
会
議
事
要
録
が

承
認
さ
れ
た

　

２
、
２
０
１
４
年
７
月

期
活
動
報
告
並
び
に

２
０
１
４
年
８
〜
９
月

期
活
動
計
画
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
た

　
３
、
月
次
会
計
報
告
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
た

　
４
、
専
門
部
員
承
認
規
定

と
同
旅
費
規
定
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
た

　
５
、
秋
の
組
織
拡
大
な
ら

び
に
共
済
普
及
月
間
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
た


